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批 評 紹 介

氣象統計における小標本理論の応用の二例

高 橋 浩 一 郎

中 央 氣 象台

(昭 和24年6月3日 受 理)
"＼

氣 要現象 を研究 す る場 合,統 計が有 力な方法 である

ことはい うまで もない。氣侯學 は全 く統計に もとずい

てい る。 しか し,こ れ ばか りが氣象におけ る統 計の応

用面 ではな く,季 節 猿想 においては とくに多角的 に天一

切 である。 そ して季 節強想 を研究する際 には日本 にお

いて正 式の氣 象霞 測 がは じまつてか ら70年 位 しかた

つていないか ら,ど うして も澤山の資料を望 む ことが

で きず,小 標本 で論 じなけれ ばならない ことが多 い。

氣艮の椀計に開 してはす でにのべた もの も多いの で.

季節 像蟄における小標本理諭 の啓用例 を一,二 あげて

みよ う。
㌧
季節僚想 を行 う瞭,し ば しば相闊係数が勘定 され る。

た とえば夏 の氣 温 と冬 の氣温 の聞に正 または負 の大 き

な相謁 が見 出ざれた場 合,夏 の氣温 と冬の氣温 との間.

の周島式 を ぢとめ,冬 の氣混 か ら夏の氣鏡を計算 する

などその一 例であ る。 この相駕 係鼓は充分長 年の資料

があれば むか しか らのや り方 でさ しつかえない が,し

ば しば,小 標本 で計算 をしなければな らない ことがあ

る。 と くに近頃 は高麿 との關係 が問題 にな りかかつて

お り,高 居翌 則がば じまつてか らはわずか10年 程 曳

しかたつてい ないか ら,高,音 との關漂を論 ずる場 合に

はな おさら小 穿本 の理論 が有力になつて くる。從來 こ

の ような署 に完分'主意 を しないため,と きに誤 つた結

諦に逡 していた こと もあ るよ うであ る。/

一剖 をあげ てみ よ う。上 田鰹 等は

館 野に おけ る上 署氣流 といろいろな月平均 の氣 畏要

素の間の相凋係 軟 を求 め,5キ ロの高 さにおける12月
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の平均風 速 と翌年2月 の氣温の間 に 一〇82と い う相

關 を求 めて おられ る。 この値 は大 きいのでた しかに負

の相関 がある ようであるが,箕 縢 は どうであろ うか。

小 標本 の理論 に從い,22%の危険 率 で信頼限界 を求

めて見 ると資料がわず か1923年 か ら1932年 の10

年 間 であるが,-037な い し 一〇・95と なる。すなわ

ち負の相聞 がある ことはまず た しかであるといえ る。

この よ うに少い資 料でた しかな ことが結論 がて るの

で,こ の方法は非常 にす ぐれてい るが,気 要に撞 用す

る場 合弐 の例に示 す ような轍 には注意 をしなけれ ばな

らない 。い まか りに東京 において氣・Kの躍 副 が1398

年 か らlfじ ま り,1914年 にいたつた としよう。冬 の代

表 とい う意味 で一月の平均氣 混 をしらべてみ ると前年

の氣温 とは 一〇74と い う負 の相 弱 がみ られ,2年 後

の氣 温とは051と い う相闘 があ る。0・51の 信頼 限界 一

はO.OOな い し080で あ り,正 相關 がある ことは確

か である。そして この ことは東京 の一月の氣畏に2年

週 期 があることを物語 る。そ こで我 々は一臨安 心 して

2年 週期 がある もの と考 え,季 節豫想の参」ち費料 とす

るので ある。 ところが,そ の後19ユ5年 か ら1931年

の依 について計算 して みる とどうい うことにな るであ

ろ うか。翌年の氣 里 との匝の相闘係数 はOOOと な り,

2年 目の氣盟 との相開係敦 ば 一一〇3と な る。す なわ

ちまえの場 合とは反封 に負 の相闘にな るので ある。 も

つ と もこの信頼隈 界は0・ユ6な い しrO73て あるか

ら,正 相開 てない とはいい きれない が,負 の相闊 であ

る確 肇は椙ず旨に大 きい,そ して これが負 の相 蘭 を もつ

とい うことは箕は4年 週 期があ ることを物 語 る もの で

,ほ か の炎餅な どか らみて4年 の運 蟹がある ことはほ

ぼ確 貰 である。 この ような事1ミは二家原 博士 に よ り指摘、

ざれ,相 闘の逆簿 とに∫ばれて いる。そ して これ は一見



小標本の理論の価 値 にうたかいを もたせ る。 しか し,

よ く考 えてみれば小標本 の理 論かわるいのではな く,

その解釈 をあや まつたのである。小 標本 の理論 に よれ

ば,は じめの期間 には2先 迎 切,一あとの期間 には4年

週期がある とい うことはた しかにいえ る。 しか し,小

醗本の理論 でまえの期間 とあとの期間の週期 が同 じで

なければな らない とい うことはい えない。大氣 の姦流

の朕況 によつて遠 うか もしれ ない。我 々はただ,ば く

然 と同 じになるだろ うと想 像 しただけで,小 標本の理

論 によ り、2年 週 期は出る こともあ り溜 えることもあ

るとい うことが明 らかになつたのである。.

この ような ことは一つ の大 きな牧 か くではあるが,

同時に季節予 想 に一つ の困難 さを加 えたこと になる。

すなわ ち少 い資 科で小標本 によ り堵密に解析 して も少

くも氣 候に關 する隈 り將來 必ず しも同 じようにはゆか

ない。 したがつ て,や は り充分 の資 料を畜稼 し,多 敦

の資料に當つて みなければ本當の ことはわか らない と

もいえるのである。

いま一つ の例 をあげてみ よう。季 節予想 と關連 し,

長い費料 をえるとい う意味 でむか しの氣 象史料か ら定

性的の ことを しらベ.こ れか ら結論 を求 めようとい う

試み が しば しば ある。 その一つ の例 をあげてみ よう。

守田氏(11による と流星が非常 に多い ことと気候 との間

には何 らかの關 係 があ るら しい とい うことである。 こ

れが事 實であ るか ど うかをた しか めてみ るため,流 星

のいち じる し く多 かつた年・2)と日本 におい て大規模 な

凶作またはか んばつがあつ た年(、を調べ,そ の二つの

年の対応 を調べて みた ところ第1表 のようになつた。

これを見 ると前年 と翌年 とでは非常 な差 があ り,流 星

が異 常に多 かつ た翌年 はかん ばつ とか凶作 つよ うな気

候の異常 がお こりや すいこ とがわか る 。ことに興味 が

あ ることは 工892年 頃 をさかいに して前 はかんばつ が

異常 に多 く,そ れ以後は凶作 が多い ら しい事で ある。

これ らの事 は何分 に も資料 が18年 位 しか ないので,

はつ きりと した結論 をだすためには小標本の理 論 を用

いた しか あてみ なければな らない。まず流星が異 常に

多かつた年の翌年 に異常氣候 の多い華 は前年の氣候わ

(1)守 田'氣i謹 楚勤 に 及 ぼ す 洗 星雨 の 影響,天 氣

と気候,生,363-363,1937.

(2)理科 年 表,昭 和24年 より 。

(3)日 本気象資 料 よ り。
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第1表 流星と気学とのコ男係

異 常の回数 と比較 して みればよいで あろ う。すなわち

前年 にはユ8回中4圃 あ り,翌 年には18町 中10岡 あるか

ら,4118と10118と の差が孝慈 で あるか どうかとい

、うことである。 これ乏小箆本 の理 論1こしたがつて計算

してみ ると4496の 危壌窒で流星の多 かつ た翌 年の方

が氣候の異 常が多い といわれ る。すなわちミ充呈力～!,:常

に多い とい うことか気侯に影警 を及ぽ していることば

まずた しかである。 しか らばつ ぎには1892年 をさか

い に してそのまえにかんばつが多 く,そ の あ とにはか'

ん ばつのないこと,お よびそれ以 前には凶作 がな く,

それ以後 には凶作 が多い とい うこと,こ れ については

どうであろ うか。前 者の飼題 は誌局 ユ892年 をふ くま

ず その まえとあとのかんばつの比掌5/9と0!8『 とが

有 意の差 があるか どうか とい うことであ む,後 畜では

019と3ブ8と の差 が有鷲 であるか どうか とい うことで

ある。 これ を計算 して見 ると前者 では7・690の 危裁 宅

で有意 てあ り,後 者では14596の 危会堂 で有音 でち

る とい える。す なわち この場 合は危険率がか なり大 き

くな り,し た がつて多分 工892Eを 境 に して まえ とあ

とでは逆 うだろ うとい うことはい えるが,非常 に確 定

的には結論 まで きない ことになる。

以上二つの例 を示 したが,こ のほかに も.多くゐさ用

例 があ り,今後 の孚莇烹惣の研究 に有力 な手段て ちろ

う o


